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浸透力試験法に
浅原　照三・後藤　健一・

　界面活性剤の浸透力試験法としては，半微量ディスク

強制沈降法が用いられているが，この試験法につき，（1）

装置の差および（2）試験布の差の影響（3）曇点を示す

活性剤の試験，（4）活性剤の粘度および表面張力と浸透

力との関係について検討した結果を報告する．

　実　験　方　法

　第1図に示した装置のうち，針金の下部円環の上に径

　　第1図　試験装置　　り液中に強制沈降さぜられる

が，ある時間たつと沈下する．この時聞を測定して浸透

力のパラメーターとする．なお試験布はデシケ’一・5t　一中

24時聞乾燥したものを用い，各10枚の試験布を連続使

用した値の平均値をとる．また温度は測定中恒温に保つ．

　実　験　結　果

　（1）試験装置の比較　第1図に示した装置を4種用

意し，この問の有意差検定を行うため，Di－2－ethyl　hex・

yl　sodium　sulfosuccinate水溶液で，濃度0・5％・0・25

％，0．125％，0．06％，温度15°，25°・40°・60°C・帆

布3＃，6嬬，9＃，11＃の4×4グレコラテソ方格で実験し

たところ，装置間有意差なしと出た．次に前記活性剤の

ほか，Hexadecyl　timethyl　ammonium　chloride，　Nonyl

phenol　polyethylene　glycol　et　her，　Sodium　lauryl　sul・

fateを加え，多元配置法で実験し，分散分析を行ったと

とろ，やはり装置間に有意差なしと出た．したがって本

試験法ではHeadの差など装置による差はなく，いずれ

を使用してもよい．ついでに上記実験で，濃度間はいず

れも1％有意，温度聞は1％有意と5％有意のものと

があった．

　（2）試験布の比較　活性剤Polyoxyethylene　lauryl

ether，　Sodium　alkyl　benzene　sulfonateを用い，　帆布

　　　　　　　　　　　3詐，6＃，9＃，11＃，温度25『，
　　は　ゆ2sec　　　　む

　　15　　　ξ　　　　60°C，濃度0．5％，0．1％の

　　1・／yぜ　　多元配置法実験の結果は第2
　　5－，．一．．．i。5．　図であるが・これを分散分析

　一P。11無艶・晦抽11・u・yl　すると帆布聞は1％有意と出

　　etherく　＝6）
…6°dl“m　alkylbenSe”e　suTf°na「eた．そこでこの実験のうち，

　　第2図　帆布試験　　濃度の高い場合のみ取り出し

て分析すると，帆布聞に差はないと出る・前記（1）のグ

レコラテソ方格の実験でも帆布聞に差はないので，結局

関する研究
・三橋　啓了

浸透秒が10秒以内のものについては実用上差はないが，

それ以上では差があるといえる．また実験操作上，9＃，

11＃の軽い布はそり返りやすく，3＃の厚い布は端がけば

立ちやすいため，本試験法には6＃使用が最適であると

いえる．

　（3）曇点を示す活性剤の試験　Nonyl　Phenol　Poly－

ethylene　glycol　ether，　Hexaethylene　glycol　mono　lau・

ryl　etherを用い，曇点付近の浸透力を多元配置法で実

験した結果を第3
図に示す．曇点発　20

生液では急激に浸漫
　　　　　　　　カ透秒が多くなり，iPtO

浸透性が低下する

ことがわかる．分
散分析の結果はも＿N島1phe詣ρ。1yetll1，n．轟。。1　et溜冷．95）

ちうん，温度聞1－一一一　Hex’aeth＞，lene　glyc°l　m°n°－1　du’yl　eth　e「

％有意であるが，　　　第3図　曇点付茸の浸透力

試みに曇点以下の値を取り出して分析すると右意差なし

と出，曇点の影響がいかに大きいかがわかる．次に曇点

液ではデ／スクの連続使用枚数により，浸透秒が非常に

ばらつくことを示す実験として，第4図に曇点液と曇点

を示さぬ液
とにつき，　a40

25枚連続使劉
用した値を

比較図示し

た．この原

因の一つに

曇点液が徐

0021

（畳臭R）

　　　　　　　　　　　　　25ぐロ　
＝一・。・ylph…lp。1y町ylene　glyc°1　eth？噛羅養ll：El

第4図　曇点による浸透秒のばらつき

々に油層を分離して2層にわかれる事実をあげることが

できる．このことから曇点液は実用上不利であるといえ
る．

　（4）粘度および表面張力と浸透力　各種活性剤水溶

液の粘度を測定して第5図の結果をえた．曇点を示す活

性剤は曇点　、，ieL　　　　　　／＼

付近で比粘羅

度の極大を匿鵬
示し，一・方

曇点を示さ
　　　　　　1．ooぬ液につい

ては，浸透

秒に非常な

差のある活
性剤聞にす

＝灘鰯熱芦襟離（曇臭55“c）

　20　　25　　30　　ろ5　　40　　45　　50　　55　　600G

－一一一一一 @Hexaethソ1ene　glycol　mono－↑auryl　ether（曇臭　500C）

　　　　　y
－一一一一一 gexadecyl　tnfmethyl　amrnoniuTn　chloride

第5図　活性剤水溶液（0．5％）の比粘度

ら有意差はなく，かつ比粘度は温度間にも有意差がなか

りた．つまりこれらの活性剤の場合，浸透力と粘度とは

直接の関係はないと思われる．次に各種活性剤について

Traibe滴数計により表面張力を測定したところ，曇点
による張力の変化はみられなかったが，おおむね浸透秒

の大小と表面張力の大小とは同じ傾向を示すことを知っ

た．（日本化学会，第九年会講演発表）　　（1956．5．18）
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